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1.  平成23年12月期第1四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 8,765 12.2 728 78.6 790 83.3 462 73.5
22年12月期第1四半期 7,815 9.2 407 57.8 431 36.2 266 19.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年12月期第1四半期 43.05 ―
22年12月期第1四半期 24.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第1四半期 24,926 9,617 38.4 891.75
22年12月期 23,896 9,056 37.7 839.42

（参考） 自己資本   23年12月期第1四半期  9,578百万円 22年12月期  9,016百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
     22年12月期期末配当金の内訳         普通配当10円      特別配当２円 
     23年12月期（予想）期末配当金の内訳     普通配当10円  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
23年12月期 ―
23年12月期 

（予想）
0.00 ― 10.00 10.00

3.  平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

16,300 1.0 800 △18.2 900 △17.5 600 △15.8 55.86

通期 33,000 2.0 1,750 0.3 1,950 2.9 1,200 5.0 111.72
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表
に対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、上記予想と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料３ページの「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情
報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料]３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q  11,150,100株 22年12月期  11,150,100株
② 期末自己株式数 23年12月期1Q  408,878株 22年12月期  408,878株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q  10,741,222株 22年12月期1Q 10,741,242株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間における日本経済は、設備投資、住宅投資が増加基調にあり、企業業績や雇用環境も改

善傾向にあったものの、３月11日に発生しました東日本大震災の影響により、景気悪化が懸念されております。世界

経済においては、中国やインド等の新興国が内需を中心に拡大しており、米国においても設備投資と生産増加を背景

に企業業績も改善し、景気は回復を続けております。  

  このような経済環境下、当社グループの連結売上高は87億65百万円（前年同期比12.2％増）、営業利益は７億28百

万円（前年同期比78.6％増）、経常利益は７億90百万円（前年同期比83.3％増）、四半期純利益は４億62百万円（前

年同期比73.5％増）となりました。  

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

[北米事業] 

 北米の景気回復により各種ホース（産業用、農業用、飲料用等、多種多様なホースを取扱）の販売は堅調に推移し

ました。この結果、売上高は34億84百万円（前年同期比12.2％増）となり、営業利益は３億64百万円（前年同期比

34.3％増）となりました。    

[産業資材事業] 

  建機顧客の好調な生産を背景に量産機械用資材の販売が好調な他、プラント用資材の販売も堅調に推移しました。

これらの結果、売上高は20億14百万円（前年同期比6.9％増）となり、営業利益は２億56百万円（前年同期比7.8％

増）となりました。  

[建設資材事業] 

  歩道橋や鉄道施設等で使用される「Ｍブレイル」や「エーストン」の販売が好調な他、商業施設等で使用される

「スーパー・マテリアルズ」の販売も好調に推移しました。公共投資分野においても道路橋梁用資材や港湾土木用資

材の販売がそれぞれ好調だったこともあり、売上高は23億51百万円（前年同期比6.2％増）となり、営業利益は１億

40百万円（前年同期比94.3％増）となりました。 

[スポーツ施設資材事業] 

  主要取扱商品である「ネオクッション」（置床式弾性材、体育館等に施工）、「スーパーＸ］（全天候型舗装材、

陸上競技場等に施工）、「モンドターフ」（人工芝、サッカー場等に施工）の販売がそれぞれ好調だったことから売

上高は６億21百万円（前年同期比71.0％増）となり、営業利益は１億33百万円（前年同期比543.4％増）となりまし

た。 

[その他] 

  国内のアウトドアスポーツ用品事業の販売が振るわなかったものの、中国国内において中国販売子会社の量産機械

用資材の販売が増加した他、国内のホテル事業（新大阪駅近隣でビジネスホテルを経営）が震災の特需により稼働率

が向上しました。これらの結果、売上高は２億93百万円（前年同期比17.8％増）となり、営業損失は10百万円（前年

同期は営業損失27百万円）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて4.3％増加し、249億26百万円となりました。

これは、主に現金及び預金が４億82百万円、受取手形及び売掛金が２億27百万円それぞれ増加したことによるもので

す。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べて3.2％増加し、153億８百万円となりました。これは、主に短期借入金が４

億４百万円、支払手形及び買掛金が３億46百万円それぞれ増加したことによるものです。 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて6.2％増加し、96億17百万円となりました。これは、主に利益剰余金が

３億33百万円、為替換算調整勘定２億48百万円それぞれ増加したことによるものです。  

（キャッシュ・フローの状況） 

  当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

より４億82百万円増加し、32億87百万円となりました。主な理由は、以下のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動の結果、得られた資金は７億58百万円（前年同期は６億11百万円の収入）となりました。これは主に税金

等調整前四半期純利益７億65百万円等が要因であります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動の結果、使用した資金は１億13百万円（前年同期は６百万円の収入）となりました。これは主に有形固定

資産の取得による支出62百万円等が要因であります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果、使用した資金は２億45百万円（前年同期は９億45百万円の支出）となりました。これは主に配当

金の支払額１億14百万円等が要因であります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 北米事業につきましては、堅調な米国経済を背景に、引き続き堅調に推移するものと予想しております。しかしな

がら平成23年３月15日に「東北地方太平洋沖地震の影響に関するお知らせ」を公表させて頂きましたとおり、当社の

被災状況は軽微でしたが、今回の大震災による夏場の節電対策等により顧客の生産活動に支障をきたし、当社の受注

が伸び悩む可能性がある一方で、被災地復興需要による当社建設関連資材の受注の可能性もあり、当社の受注環境は

不透明な状況にございます。 

 上記を理由に業績予想を立てることは困難な状況にありますが、第１四半期連結会計期間の業績が好調であったこ

とから平成23年２月18日に発表しました「平成22年12月期 決算短信」の平成23年度業績予想に修正はございませ

ん。なお、今後業績予想修正の必要性が生じた場合は、速やかにお知らせすることとします。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 一部の連結子会社においては、当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して、前連結会計年度末に係る

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。なお、当第１四半期連結会計期間末における棚卸

資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積もり、簿価切下げを

行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 一部の連結子会社においては、固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年 

間償却予定額を期間按分する方法によっております。   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用  

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。  

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円減少し、税金等調整前四半期純利益は 千円減少してお

ります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円であります。 

②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分) 

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平成20年３月10日)を適用

しております。 

 これによる損益への影響はありません。  

２．その他の情報

819 51,320

88,782
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,879,322 3,396,613

受取手形及び売掛金 7,193,462 6,965,465

商品及び製品 3,981,564 3,909,601

原材料及び貯蔵品 402,503 343,868

仕掛品 218,482 213,742

その他 475,640 449,221

貸倒引当金 △38,568 △63,509

流動資産合計 16,112,405 15,215,004

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,742,144 2,684,176

その他（純額） 2,681,076 2,645,482

有形固定資産合計 5,423,220 5,329,658

無形固定資産   

のれん 58,841 58,690

その他 247,463 253,425

無形固定資産合計 306,304 312,115

投資その他の資産 3,084,279 3,039,563

固定資産合計 8,813,804 8,681,337

資産合計 24,926,210 23,896,342

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,025,398 5,678,643

短期借入金 2,856,199 2,451,349

1年内償還予定の社債 － 70,000

1年内返済予定の長期借入金 1,909,914 1,989,924

未払法人税等 277,757 218,294

賞与引当金 101,453 2,306

その他 573,062 625,654

流動負債合計 11,743,785 11,036,172

固定負債   

長期借入金 2,466,309 2,829,484

退職給付引当金 449,912 437,243

役員退職慰労引当金 158,551 223,982

資産除去債務 89,159 －

その他 400,640 313,175

固定負債合計 3,564,574 3,803,886

負債合計 15,308,359 14,840,058
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 783,716 783,716

資本剰余金 839,940 839,940

利益剰余金 9,104,590 8,771,111

自己株式 △124,206 △124,206

株主資本合計 10,604,040 10,270,561

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 141,450 163,130

繰延ヘッジ損益 418 △964

為替換算調整勘定 △1,167,442 △1,416,363

評価・換算差額等合計 △1,025,573 △1,254,198

少数株主持分 39,383 39,919

純資産合計 9,617,851 9,056,283

負債純資産合計 24,926,210 23,896,342
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 7,815,426 8,765,298

売上原価 5,854,576 6,479,020

売上総利益 1,960,850 2,286,278

販売費及び一般管理費 1,552,935 1,557,893

営業利益 407,914 728,385

営業外収益   

受取利息 1,974 2,816

受取配当金 131 228

負ののれん償却額 4,037 －

持分法による投資利益 65,090 67,512

保険解約返戻金 － 24,857

その他 14,718 14,639

営業外収益合計 85,952 110,054

営業外費用   

支払利息 31,584 25,104

為替差損 25,867 13,571

その他 5,204 9,140

営業外費用合計 62,656 47,815

経常利益 431,210 790,623

特別利益   

子会社株式売却益 7,771 －

貸倒引当金戻入額 － 26,150

特別利益合計 7,771 26,150

特別損失   

特別退職金 11,737 －

固定資産売却損 － 525

減損損失 7,304 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 50,500

特別損失合計 19,041 51,026

税金等調整前四半期純利益 419,940 765,748

法人税等 153,653 303,910

少数株主損益調整前四半期純利益 － 461,838

少数株主損失（△） △230 △535

四半期純利益 266,517 462,373
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 419,940 765,748

減価償却費 133,490 108,889

減損損失 7,304 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 50,500

のれん償却額 12,698 1,034

負ののれん償却額 △4,037 －

持分法による投資損益（△は益） △65,090 △67,512

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,225 12,668

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40,483 △26,168

受取利息及び受取配当金 △2,106 △3,044

支払利息 31,584 25,104

為替差損益（△は益） 220 △411

売上債権の増減額（△は増加） △1,317,505 △195,641

たな卸資産の増減額（△は増加） △152,018 △62,379

仕入債務の増減額（△は減少） 1,493,980 273,159

その他 50,844 56,001

小計 651,013 937,949

利息及び配当金の受取額 63,099 73,982

利息の支払額 △38,942 △27,613

法人税等の支払額 △63,391 △226,142

営業活動によるキャッシュ・フロー 611,778 758,176

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △105,000 △105,000

定期預金の払戻による収入 105,000 105,000

有形固定資産の取得による支出 △2,069 △62,319

有形固定資産の売却による収入 21,085 10,378

無形固定資産の取得による支出 △26,525 △5,800

投資有価証券の取得による支出 － △55,549

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

14,681 －

その他 △713 242

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,458 △113,047

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △354,859 394,743

長期借入金の返済による支出 △417,797 △452,958

社債の償還による支出 △100,000 △70,000

自己株式の取得による支出 △2 －

配当金の支払額 △72,508 △114,034

その他 △63 △3,725

財務活動によるキャッシュ・フロー △945,230 △245,974

現金及び現金同等物に係る換算差額 66,412 83,553

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △260,580 482,709

現金及び現金同等物の期首残高 3,183,965 2,804,613

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,923,384 3,287,322
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 該当事項はありません。  

  

[事業の種類別セグメント情報] 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

   産業資材事業     ・・・   樹脂製品、各種ホース、工業用ゴム等 

   建設資材事業     ・・・   道路資材、港湾資材、景観土木資材、床材等 

   スポーツ施設資材事業 ・・・   スポーツ関連施設材 

   その他事業      ・・・   アウトドアスポーツ用品、ホテル業、研究開発等 

３．当第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27

日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)

を適用しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比較して、当第１四半期連結累計期間の売上高は、産業資

材事業が 千円、建設資材事業が 千円、スポーツ施設資材事業が 千円増加し、営業利

益は、産業資材事業が 千円、建設資材事業が 千円、スポーツ施設資材事業が 千円増

加しております。 

  

[所在地別セグメント情報] 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

  北米  ・・・   米国、カナダ、メキシコ 

  その他 ・・・   中国 

３．当第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27

日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)

を適用しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比較して、当第１四半期連結累計期間の日本の売上高が、

千円増加し、営業利益が 千円増加しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
産業資材 
事業 

（千円） 

建設資材 
事業 

（千円） 

スポーツ 
施設資材 
事業 

（千円） 

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 5,060,163  2,213,967  363,314  177,980  7,815,426  －  7,815,426

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 40,471  －  －  14,986  55,457 ( )55,457  －

計  5,100,634  2,213,967  363,314  192,967  7,870,884 ( )55,457  7,815,426

営業利益又は 

営業損失（△） 
 510,574  72,058  20,697  △15,971  587,358 ( )179,443  407,914

18,271 77,295 70,851

7,779 21,532 16,729

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
その他 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 4,639,361  3,105,126  70,938  7,815,426  －  7,815,426

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 107,592  1,091  6,541  115,225 ( )115,225  －

計  4,746,954  3,106,218  77,480  7,930,652 ( )115,225  7,815,426

営業利益又は 

営業損失（△）  
 312,979  272,948  △11,767  574,160 ( )166,245  407,914

166,417 46,042

クリヤマ㈱（3355）　平成23年12月期　第１四半期短信



[海外売上高] 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は、次のとおりであります。 

(1）北米  ・・・   米国・カナダ他 

(2）その他 ・・・   中国・オーストラリア・シンガポール・イギリス他 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  2,995,417  313,971  3,309,389

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  7,815,426

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 38.3  4.0  42.3
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[セグメント情報] 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社グループは、商品の種類及び販売市場の類似性を考慮してセグメントを決定しており、各セグメントの統括

会社又は統括部門において、取り扱う商品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 従って、当社のセグメントは、商品の種類及び販売市場の類似性を考慮したセグメントから構成されており、

「北米事業」「産業資材事業」「建設資材事業」及び「スポーツ施設資材事業」を報告セグメントとしておりま

す。 

 各報告セグメントの主要な製品は以下の通りであります。 

  

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年３月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その主なものはホテル事業

および中国事業であります。 

２．セグメント利益の調整額 千円には、セグメント間取引消去 千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用 千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない販売費及び一般管理費であります。  

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

（追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

報告セグメント  主要な製品 

北米事業 各種ホース 

産業資材事業  樹脂製品、各種ホース、工業用ゴム等 

建設資材事業  道路橋梁資材、港湾土木資材、建築資材、都市景観資材 

スポーツ施設資材事業 スポーツ関連施設資材 

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結

損益計算書 
計上額 
（注３） 

北米 
事業 

産業 
資材事業 

建設 
資材事業 

スポーツ
施設資材
事業 

合計 

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 3,484,968  2,014,423 2,351,468 621,225 8,472,085 293,213  8,765,298  － 8,765,298

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 425  157,430 － － 157,856 27,026  184,883  △184,883 －

計  3,485,394  2,171,853 2,351,468 621,225 8,629,942 320,239  8,950,181  △184,883 8,765,298

セグメント 

利益又は損失 
 364,532  256,639 140,035 133,170 894,378 △10,528  883,850  △155,464 728,385

△155,464 4,906

△160,371

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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